


　

旧
暦
の
４
月
８
日
、
釈
迦
如
来

の
生
誕
日
に
行
わ
れ
る
佐
潟
地
区

の
伝
統
行
事
「
ひ
な
女
祭
り
」。

い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で

す
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
別
名
「
い
の
ち

長な
が

」
と
も
呼
ば
れ
、
子
孫
が
繁
栄

す
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

を
産
め
る
よ
う
健
康
で
丈
夫
な
女

の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、
女
児

だ
け
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

祭
り
は
、
地
区
中
が
総
出
で
祝

う
も
の
で
、
女
児
が
多
い
時
は
、

会
場
を
二
、三
か
所
に
分
け
て
催

す
こ
と
も
あ
り
、
各
家
ご
と
に
ご

ち
そ
う
の
弁
当
を
作
っ
て
会
場
に

持
ち
込
み
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
祝
福
を
受
け
る
一

歳
前
後
の
女
児
が
晴
着
で
飾
ら

れ
、
親
戚
や
近
隣
の
人
々
な
ど
か

ら
祝
儀
が
贈
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

会
場
の
観
衆
に
顔
が
よ
く
見
え
る

よ
う
背
中
合
わ
せ
に
背
負
わ
れ
、

阿
久
根
ハ
ン
ヤ
節
に
合
わ
せ
て
に

ぎ
や
か
に
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
祖
母
が
背
負
っ
て

踊
り
、
そ
し
て
両
親
、
親
戚
、
地

区
の
人
々
が
次
々
に
背
負
っ
て
踊

り
ま
す
。

　

踊
り
の
後
も
そ
の
家
で
祝
い
は

続
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
が
い
つ
ま
で
も
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
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佐
潟
地
区
の
伝
統
行
事
「
ひ
な
女

祭
り
」
が
５
月
14
日
、
２
年
ぶ

り
に
佐
潟
漁
港
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

旧
暦
４
月
８
日
に
子
孫
繁
栄
を
願
っ

て
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
今
回
、
ひ
な
女

を
務
め
た
の
は
、
濵
﨑
亮
丞
さ
ん
と
成

美
さ
ん
の
長
女
、
濵
﨑
叶の

あ愛
ち
ゃ
ん

（
１
）
で
し
た
。

　

家
族
や
親
戚
だ
け
で
な
く
地
区
の
住

民
は
、
薄
化
粧
に
晴
れ
着
、
名
前
入
り

の
鉢
巻
き
姿
の
叶
愛
ち
ゃ
ん
を
背
中
合

わ
せ
に
背
負
い
、
阿
久
根
ハ
ン
ヤ
節
を

踊
っ
て
叶
愛
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
ま
し
た
。

　

叶
愛
ち
ゃ
ん
は
、
最
初
は
元
気
な
泣

き
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
か

ら
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
寝
入
り
、
観
客

か
ら
「
堂
々
と
し
て
し
っ
か
り
者
だ
」

と
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

亮
丞
さ
ん
と
成
美
さ
ん
は
、「
自
分

た
ち
が
出
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
大
勢
の
方
に
祝
っ

て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。
す
く
す

く
と
元
気
に
育
っ
て
、
人
か
ら
愛
さ
れ

る
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

と
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
開
催

女
児
背
負
い
、

健
や
か
な
成
長
を
願
う

ひ
な
女
ま
つ
り
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今
季
か
ら
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
（
※
）

に
参
入
し
た
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
に
は
、
本
市
脇
本
出
身

の
中
原
優ゆ

う
せ
い生

選
手
が
所
属
し
て
お
り
、

チ
ー
ム
の
要
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
５

月
15
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立
鴨
池
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

は
、前
半
38
分
、先
制
点
と
な
る
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
、
チ
ー
ム
を
３
連
勝
へ
と
導

き
ま
し
た
。　

　

中
原
選
手
は
、「
チ
ー
ム
が
勝
利
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
攻
め
た
い
で
す
。

阿
久
根
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
唯
一
の
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム

で
活
躍
中
の
中
原
選
手
を
皆
さ
ん
一
緒

に
な
っ
て
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
試
合
情
報
な
ど
は
、
チ
ー
ム

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

試
合
を
観
に
行
こ
う
！　
　

　
観
戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト（
５
組
10
名
様
）プ
レ
ゼ
ン
ト
！

観
戦
試
合　
７
月
31
日
㈰
午
後
５
時
開
始　

県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

応
募
方
法　

�

ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号
②
ご
住
所
③
電
話
番
号
④
お
名
前
（
ふ
り

が
な
）
を
記
入
し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

�
〒
８
９
９
‐
１
６
９
６　

阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地

　
　
　
　
　

阿
久
根
市
総
務
課
秘
書
広
報
係

応
募
締
切
日　

７
月
13
日
㈬　

 

※
当
日
消
印
有
効

当
選
者
の
発
表　

厳
正
な
抽
選
の
上
、
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
原
優
生
選
手
を

応
援
し
よ
う
！

脇
本
出
身

※�

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ（
Ｊ
リ
ー
グ
）

に
お
け
る
３
部
リ
ー
グ
の
こ
と

検
索

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
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市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、「
平
成
28
年
度
阿
久
根
市
ラ

ジ
オ
体
操
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

お
な
じ
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象
者　

　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上
で
、
阿
久
根
市

民
の
方

◇
内
容

　
１
組
５
人
以
上
の
団
体
登
録
を
し
て
、
規
定
の
期
間
に

各
団
体
で
実
施
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
回
数
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
、
回
数
が
多
か
っ
た
団
体
と
個
人
の
方
に
対
し

て
表
彰
す
る
も
の
。

※
団
体
登
録
方
法

　

健
康
増
進
課
、
三
笠
支
所
、
大
川
出
張
所
の
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
健
康
増
進
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
実
施
期
間

　
平
成
28
年
７
月
１
日
㈮
～
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課 

保
健
予
防
係

　
☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
２
８ 

「
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
事
業
」
始
め
ま
す
！

参
加
者
大
募
集
！

総
合
戦
略
事
業

ラジオ体操は健康づくりに効果的！
　ラジオ体操は、人間の体をまんべんなく動かすために必要な運動を組み
合わせてつくられています。これを毎日続けることで、加齢や生活の偏り
などが主な原因となる体のきしみを取り除き、人間が本来もっている機能
を元の状態に戻し、維持する効果があるといわれています。

ラジオ体操でバッチリ健康！

Ｌｅｔ ’ ｓ
ラジオ体

操♪

効果はじわじわと表れるから

継続が大事やっど！
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からの
お知らせ①

華 の 5 0 歳 組
継承支援事業

始めます
※申込・問い合わせ先
　企画調整課　☎ 0996-73-1214

総 合 戦 略 事 業

市
内
小
中
学
校
の

同
窓
会
経
費
を
補
助

阿
久
根
市
の
秋
の
風
物
詩
の
一
つ

で
あ
る
「
華
の
50
歳
組
」。　

　

50
歳
と
い
う
節
目
を
機
会
に
、
多
く

の
同
窓
生
が
市
内
外
か
ら
集
ま
り
、
童

心
に
か
え
っ
て
運
動
会
に
参
加
し
旧
交

を
温
め
る
そ
の
様
子
は
、
ふ
る
さ
と
阿

久
根
の
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
華
の
50
歳
組
」
を
将
来
に
わ

た
っ
て
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
で
は

小
中
学
校
の
同
窓
会
に
係
る
費
用
を
補

助
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
補
助
対
象
経
費

•

ハ
ガ
キ
や
切
手
な
ど
の
郵
便
料

•

用
紙
や
封
筒
な
ど
の
消
耗
品
費

•
�

打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
使
用
す
る
会
場

使
用
料
（
冷
暖
房
代
含
む
）

◇�

補
助
限
度
額   　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

◇
補
助
対
象
と
な
る
同
窓
会

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。

•
�

各
小
中
学
校
ご
と
に
同
学
年
単
位
で

実
施
す
る
も
の

•
�

25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳
、
45

歳
時
に
行
わ
れ
る
も
の

•

市
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の

み 

ど
こ
い
夏
ま
つ
り
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
、
恒
例
の
「
ハ
ン

ヤ
総
踊
り
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
商
工

観
光
課
窓
口
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
記

入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日
時

　

７
月
30
日
㈯
午
後
６
時
30
分

◇
実
施
場
所

　

国
道
３
号

※
同
日
は
、
中
央
公
園
で
「
子
ど
も
夏

祭
り
」
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

※
今
年
度
の
ハ
ン
ヤ
総
踊
り
で
は
採
点

を
行
い
、
賞
を
設
け
ま
す
。

第 

18
回
「
あ
く
ね
洋
画
展
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
一
般
・
高
校

生
の
方
々
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、作
品
の
応
募（
搬

入
）
先
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ま
た

は
指
定
画
材
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
期
間

　

８
月
27
日
㈯
～
９
月
４
日
㈰

・
高
木
画
荘	

呉
服
町
３
‐
４

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
０
２
３
１

・
大
谷
画
荘	

加
治
屋
町
12
‐
６

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
２
９
９
３

・
集
景
堂	

東
千
石
町
11
‐
８

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
４
４
０

平成28年度

みどこい夏まつり
ハンヤ総踊り参加者

募集します

第18回
あくね洋画展作品

募集します
※申込・問い合わせ先
　みどこい祭り実行委員会事務局
（商工観光課内）
　☎0996-73-1114、FAX0996-72-2029
【申込み期限】6月30日(木)まで

※申込・問い合わせ先
　生涯学習課　☎0996-72-1051
【申込み期限】
８月５日(金)～７日(日)まで
※指定画材店は８月６日(土)まで

指定画材店
（鹿児島市）
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４
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
熊

本
地
震
で
は
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
の
復

興
と
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
の

た
め
、支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
様
々
な
形
で
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
間
の
市
の
取
組
の
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
震
発
生
後
の
４
月
16
日
に

は
、
市
水
道
事
業
協
力
会
の
事
業
者
と

と
も
に
給
水
支
援
隊
を
派
遣
し
、ま
た
、

消
防
組
合
で
は
、
救
急
車
や
消
防
支
援

隊
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
18
日
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
と
も
に
市
内
５
カ
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
、
義
援
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
連
休
中
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
も

募
金
箱
を
設
置
し
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金

は
、
随
時
被
災
地
へ
届
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
か
ら
は
、
熊
本
県
宇
城
市

に
対
し
て
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
の

運
営
や
罹
災
証
明
の
発
行
業
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
、
被
災
地
へ
の
支
援
物
資

の
提
供
を
お
願
い
し
、
多
く
の
物
資
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
物
資

は
、
宇
土
市
や
八
代
市
へ
届
け
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
宇
土
市
に
対
し
て
、
被
災
さ

れ
た
方
々
を
広
域
避
難
と
し
て
本
市
へ

受
け
入
れ
る
こ
と
を
申
し
出
ま
し
た
。

宇
土
市
か
ら
は
感
謝
が
示
さ
れ
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
の
い
る
世
帯
の
方
々
を
優

先
し
て
希
望
者
を
募
集
さ
れ
ま
し
た

が
、
結
果
と
し
て
は
避
難
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
道
施
設
調
査
な
ど
の

た
め
の
職
員
の
派
遣
や
、
消
防
組
合
で

は
、
消
防
車
と
と
も
に
支
援
隊
の
派
遣

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
営

住
宅
の
提
供
や
、小
中
学
校
へ
の
児
童
・

生
徒
の
一
時
受
入
れ
、
建
築
士
や
保
健

師
の
派
遣
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
災
地
の
早
期
の
復
興
を

祈
っ
て
、
今
後
も
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
更
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿久根市の

被災地支援
４月に熊本県で最大震度７の地震が発生してから
以降、全国各地から被災地へ支援活動が行われて
います。本市も職員を派遣するなどして、被災者
支援を行っています。地震により倒壊した民家（宇城市中心部）

◆宇城市へ職員派遣　のべ 28人
（避難所運営業務・義援金および生活再生支援金受付業務）
◆消防隊支援（２隊 12人 ( 長島町職員を含む）)
◆水道課施設調査支援　のべ 11人
（協力会３人を含む）
◆宇土市へブルーシート 20枚、土嚢袋 3,600 枚
◆八代市へトイレペーパー、ティッシュペーパー、生理用品を
提供
◆肥薩おれんじ鉄道沿線自治体支援として、八代市へ飲料水
504 本提供
◆震災支援物資の受付（４月 22日～ 25 日）

飲料水 351 本、清涼飲料水 396 本、大人用紙おむつ 88パッ
ク、乳幼児用紙おむつ 27 パック、生理用品 123 パック、ト
イレットぺーパー 416 パック、ティッシュペーパー 214 パッ
ク

◆義援金額　3,067,936 円
（５月 31 日時点、阿久根市社会福祉協議会受付）　
◆被災建築物・宅地判定業務　職員派遣３人

熊本地震
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�
「非常用
持ち出し袋」の

準備を
 最低２〜３日分程度の必需品を袋に入れ

ておきましょう

【持ち出し品例】
● 懐中電灯	 ● 応急用医療セット
● 飲料水	 ● 簡易食料
● 携帯ラジオ	 ● ティッシュ
● ハサミ・カッター	 ●軍手

災害に備えを！
梅雨時期から秋にかけて、台風・大雨・洪水・暴風・
高潮などによる自然災害が発生しやすく、注意が必要
な季節です。
　防災対策や避難所の確認など、災害に対する行動を
早めにとるようにしましょう。

義援金ありがとうございます！
市では、熊本地震への義援金の受付を行っています。
設置場所
　・市役所ロビー　　・市民会館
　・三笠支所　　　　・大川出張所
　・阿久根市社会福祉協議会
５月２日、３日に行われた「阿久根はな　ＨＡＮＡ　

華まつり」（商店街通り会連合会主催）と５月４日、５日
に行われた「番所丘公園グリーンフェス」（㈱日本水泳振
興会主催）の会場に、熊本地震への義援金募金箱を設置
したところ、多くの方々にご協力いただきました。誠に
ありがとうございました。後日、各イベントの代表者か
ら阿久根市社会福祉協議会へ届けられました。

阿久根市内の避難所

熊本
地震

地  区  名 避難場所の名称 所　　在　　地 地  区  名 避難場所の名称 所　　在　　地

阿久根地区

総合体育館 赤瀬川２４８６番地１ 山 下 地 区 山下小学校 山下８３４番地
Ｂ＆Ｇ体育館 赤瀬川２４８６番地１ 尾 崎 地 区 尾崎小学校 山下５９１６番地
農村環境改善センター 赤瀬川２０９８番地２５

鶴川内地区
鶴川内中学校 鶴川内１０３００番地

阿久根小学校 栄町９４番地 鶴川内地区集会施設 鶴川内５０３３番地１
阿久根中学校 波留５５２９番地

田 代 地 区
山村開発センター 鶴川内６６１４番地９

老人福祉センター 波留６１２０番地１４ 田代小学校 鶴川内７２５７番地
市民会館 塩鶴町二丁目２番地 田代下地区集会施設 鶴川内８１４９番地２
働く女性の家 鶴見町１６６番地 折 多 地 区 折多小学校 折口１７６０番地

大 川 地 区
大川中学校 大川８２５０番地

脇 本 地 区

脇本小学校 脇本８０６０番地
大川地区公民館 大川８２１９番地１ 三笠中学校　 脇本７８７７番地

牛之浜地区 牛之浜区集落センター 大川１０６７６番地 脇本保育園 脇本８０４３番地

西 目 地 区
西目小学校 西目１２４５番地 脇本地区公民館 脇本７３６３番地
みなみ保育園 西目２０８６番地 脇本地区公民館隼人分館 脇本１２０４７番地
西目地区集会施設 西目２１４２番地２ 黒之浜漁村の家 脇本１３９７２番地
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５
月
２
日
、
３
日
に
駅
前
・
本
町
・

大
丸
の
３
通
り
の
商
店
街
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目
。  

　

２
日
は
、
駅
前
通
り
で
前
夜
祭
が
行

わ
れ
、
演
奏
や
伝
統
芸
能
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
披
露
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特

設
屋
台
も
並
び
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　

３
日
は
、
あ
い
に
く
の
荒
天
で
イ
ベ

ン
ト
の
変
更
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

訪
れ
た
方
々
は
、
買
い
物
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

５
月
４
日
、
５
日
に
番
所
丘
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

４
回
目
。 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
の
披
露
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
の
「
薩

摩
剣
士
隼
人
シ
ョ
ー
」な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
観
客
が
、楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ル
ー
ン
や
ふ

わ
ふ
わ
遊
具
も
設
置
さ
れ
人
気
を
集
め

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
や
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
の
常
設
施
設
に

も
長
蛇
の
列
が
で
き
、
２
日
間
と
も
大

勢
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
に
は
、
同
公
園
で
「
海
辺

の
丘
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
、 

多
く
の
出
店
が

あ
り
、 

大
勢
の

買
い
物
客
が
訪

れ
、
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

商
店
街
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
！

阿
久
根 

は
な　
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ　
華
ま
つ
り

公
園
で
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
し
た
！

番
所
丘
公
園 

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
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に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久

根
駅
で
春
の
農
業
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
に
続
き
、
２
回
目
。

　

市
内
の
認
定
農
業
者
な

ど
を
中
心
と
す
る
「
阿
久

根
市
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
に
よ
り
、
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
実
エ

ン
ド
ウ
や
ソ
ラ
マ
メ
を
中

心
と
し
た
旬
の
春
野
菜
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鶴
翔
高
校
や
く
ぁ

か
ら
ん
じ
ょ
ふ
る
さ
と
市
、

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
出
品
す
る
農
産
物
や
花

な
ど
の
旬
の
品
々
が
彩
り

を
添
え
、
終
日
多
く
の
来

場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
で
５
月
15
日
、

平
成
28
年
度
東
海
地

区
阿
久
根
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
で
東
海
地
区
に

在
住
す
る
会
員
や
西
平
良
将

市
長
、
市
観
光
連
盟
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
し
、
阿
久

根
の
思
い
出
話
や
近
況
の
話

題
で
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
へ
の
郷
土
募

金
と
し
て
、
多
額
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な

浄
財
は
、
市
の
活
性
化
の
た

め
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。

市
内
で
暮
ら
す
障
が

い
の
あ
る
若
者
た

ち
の
交
流
や
余
暇
の
充

実
を
目
的
と
す
る
「
阿

久
根
障
が
い
者
青
年
学

級
」
の
創
立
式
が
４
月

24
日
、
折
多
地
区
集
会

施
設
で
あ
り
、
参
加
し

た
関
係
者
約
50
人
が
創

立
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
自
己
紹
介

の
後
、
輪
に
な
っ
て
歌

を
う
た
い
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
青
年
学
級
の
メ
ン
バ
ー

は
、
出
水
養
護
学
校
高

等
部
の
生
徒
と
卒
業
生
を
合
わ
せ
た
約

20
人
と
そ
の
保
護
者
で
、
今
後
の
活
動

と
し
て
は
、
月
１
回
、
料
理
や
ス
ポ
ー

ツ
、
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
で
発
足
人
の
中
原
洋
一
さ
ん

は
、「
子
ど
も
た
ち
が
社
会
と
関
わ
り
、

自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
の
で
、
私
た
ち
も
全
力
で
支
援

し
て
い
き
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
学
級
の
会
員
と
活
動
を
補
助
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
局　
上
堀
博
さ
ん

　
０
９
９
６
（
７
２
）
０
０
０
６

卒 業 後 も 地 域 と 交 流 を 続 け る
　 　「 障 が い 者 青 年 学 級 」創 立

「東海地区阿久根会総会」開催

旬の春野菜がずらりと並ぶ
　　　　　　　「 春 の 農 業 祭 」開 催

◀�

出
水
養
護
学
校
の
先
生
が
弾

く
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
歌
を

う
た
い
ま
し
た
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鹿
児
島
県
消
防
関
係
功
労
者
表
彰

式
が
４
月
13
日
、
鹿
児
島
県
庁

で
開
催
さ
れ
、
阿
久
根
市
消
防
団
が
日

本
消
防
協
会
か
ら
「
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
」
を
受
賞

し
、
ま
た
、
阿
久
根
市
消
防
団
女
性
消

防
隊
が
消
防
庁
長
官
か
ら
「
消
防
団
地

域
活
動
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
市
消
防
団
は
、
技
能
の
向
上

を
図
り
、
加
え
て
消
防
の
施
設
の
充
実

に
努
め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
消
防
隊
は
、
火
災
予
防

の
た
め
に
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◇�

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　
　

「
瑞
宝
単
光
章
」

消
防
士
や
警
察
官
な
ど
危
険
性
の

高
い
業
務
に
長
年
従
事
さ
れ
た

方
の
功
績
を
た
た
え
る
、
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
決
ま
り
、
本
市

か
ら
は
、
４
人
の
方
々
が
「
瑞
宝
単
光

章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

◇
岩
﨑
喜
左
衞
門
さ
ん
（
准
空
尉
）

◇
木
下 

俊
朗
さ
ん
（
３
等
陸
尉
）

◇
寺
下 

秀
則
さ
ん
（
３
等
陸
尉
）

◇
中
野 

不
三
佳
数
さ
ん（
法
務
事
務
官
）

◇�
春
の
叙
勲　
　
　
　
　
　
　

「
旭
日
小
綬
章
」

平
成
28
年
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が

決
ま
り
、
本
市
か
ら
中
村
眞
さ

ん
が
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
元
鹿
児
島
県
議
会
議

員
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
本
市
を
は
じ

め
県
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
村
さ
ん
は
、「
何

よ
り
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
、
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

「大きく育ってね！」
山下小児童が稚アユを放流しました

「思いやりの心を大事にします！」
脇本小で「人権の花運動」の取り組み

山
下
小
学
校
の
児
童
36
人
が
学
校
近

く
の
山
下
川
で
４
月
28
日
、
稚
ア

ユ
の
放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
バ
ケ
ツ
か
ら
小
皿
に
す

く
い
、
川
に
入
る
な
ど
し
て
、
て
い
ね
い

に
約
３
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
市
高
松
川
漁
協
が
取
り
組
む
事

業
の
一
環
で
、
山
下
川
の
ほ
か
高
松
川
な

ど
市
内
７
か
所
に
約
１
万
匹
を
放
流
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
漁
協
と
は
別
に
、
大
川

地
区
の
有
志
も
大
川
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

４
年
生
の
河
北
桜
さ
ん
は
、「
貴
重
な
体
験

で
し
た
。
放
し
た
ア
ユ
に
は
、
元
気
で
大

き
く
育
っ
て
と
声
を
か
け
ま
し
た
。」
と
話

し
ま
し
た
。

脇
本
小
学
校
で
「
人
権
の
花
運
動
」
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
児
童

が
、人
権
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を
協
力
し
合
っ

て
育
て
る
こ
と
で
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
昭
和
60
年
か
ら
県
内
の

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
24
日
に
、
ひ
ま
わ
り
の
種
１
０
０
０

粒
な
ど
を
市
か
ら
贈
呈
さ
れ
、
６
年
生
の
石

原
美
優
さ
ん
は
、「
自
分
や
周
り
の
人
を
大

切
に
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
し
ま

す
。
ひ
ま
わ
り
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
大

切
に
育
て
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
の
種
は
、
薩
摩
川
内
市
内
の
小

学
校
か
ら
も
贈
呈
さ
れ
た
も
の
も
併
せ
て

校
庭
の
花
壇
に
ま
い
て
育
て
ま
す
。

▼�
市
か
ら
目
録
を
受
け
取
る　
　

６
年
生
の
下
澤
裕
君

消
防
団
と

消
防
団
女
性
消
防
隊
が

栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

叙
勲
を
受
章
し
ま
し
た
！

５月９日、受賞報告のため西平良将市長を表敬訪問し、新留
秀雄消防団長（中央）は、「今後も市民の安全安心な生活を守
るため活動していきたい。」と抱負を述べられました。
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阿
久
根
市
は
、
３
位
で
し
た

全
国
の
参
加
自
治
体
で
５
月
25

日
、
住
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
や
買
い
物
な
ど

15
分
以
上
の
運
動
を
し
た
市
民
の
参
加

率
を
競
う
も
の
で
、
本
市
は
、
徳
島
県

三
好
市
と
北
海
道
名
寄
市
の
三
つ
巴
と

な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
右
表
の
と
お
り
、
３
位
で
し

た
。
３
市
の
健
闘
を
た
た
え
、
市
役
所

に
各
市
の
旗
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
参
加
者
の
報

告
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
６
４
９

西
目
小
学
校
２
年
の
児

童
９
人
が
５
月
24

日
、
鶴
翔
高
校
農
業
科
生

徒
5
人
と
教
諭
１
人
か
ら

野
菜
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

鶴
翔
高
校
の
食
育
活
動

支
援
事
業
の
一
環
で
、
市

内
で
初
め
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ナ

ス
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
夏
野
菜

の
苗
を
畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
付
け
た
後
、
教
室

で
野
菜
の
育
て
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
佐
潟
宝
く
ん
は
、「
高
校
生
の
皆
さ
ん

が
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
植
え
た
野
菜
が
実
る

の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

大
川
の
本
之
牟
礼
地
区

か
ら「
西
の
高
突
山
」

（
標
高
６
０
０
㍍
）
に
登
る

登
山
会
が
５
月
15
日
に
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
山
好
会
の
主
催

で
、
今
年
で
12
回
目
。
山
の

途
中
に
は
、
小
さ
な
滝
や

希
少
植
物
の
ガ
ン
セ
キ
ラ

ン
な
ど
あ
り
、
写
真
撮
影

す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

往
復
約
８
㌔
、
約
６
時
間

の
山
歩
き
を
楽
し
ん
だ
参
加
者
は
、「
阿

久
根
で
初
め
て
山
登
り
し
ま
し
た
が
、

と
て
も
面
白
い
コ
ー
ス
で
し
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

西の高突山で山歩きを
楽しみました

西目小の児童たちが
野菜について学びました

住民参加型スポーツイベント

チャレンジデー2016
結果発表！

順位 自治体名 人口
（H28.2.1 時点） 参加人数 参加率

1 徳島県三好市 28,184 17,698 62.8％

2 北海道名
なよろ
寄市 28,614 17,463 61.0％

3 阿久根市 21,882 8,126 37.1％

《結果表》

ご協力
ありがとうございました！
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５
月
１
日
、
に
ぎ
わ
い

交
流
館
阿
久
根
駅

で
開
催
さ
れ
た
「
春
の
農

業
祭
」
と
５
月
３
日
、
駅

前
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
阿
久
根
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

＊
華
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、

販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
豚

味
噌
や
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
と
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ナ
ス
な
ど
の
苗
や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
販
売
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
２
年
生
の
前

田
幸
子
さ
ん
（
阿
久
根
中

出
身
）
は
、「
今
回
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
は
経
験
が
少
な
く
、
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
接
客
や
販
売
す
る

楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

実
習
と
な
り
ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
販
売
実
習
は
、
商
品
の
魅
力

を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
成
す
る
大
事
な
学
び
の
機
会
と
な

る
よ
う
、
生
徒
は
お
客
さ
ま
へ
商
品
の

説
明
を
一
生
懸
命
行
っ
て
い
ま
し
た
。

買
っ
て
い
た
だ
い
た
時
の
生
徒
た
ち
の

表
情
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

５
月
10
日
、
11
日
に
北

薩
地
区
総
合
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
別

日
程
で
行
わ
れ
た
野
球
部
の

準
優
勝
に
続
き
、
陸
上
部
、

女
子
バ
レ
ー
部
、
卓
球
部
を

は
じ
め
、
各
部
活
動
と
も
素

晴
ら
し
い
活
躍
を
し
ま
し

た
。

　
「
コ
ー
ト
の
外
に
勝
負
あ

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
る
女
子
バ

レ
ー
部
は
、
全
九
州
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会
県

予
選
ベ
ス
ト
８
の
実
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
で
主
将
の
馬
場
聖
菜
さ
ん

（
東
郷
中
出
身
）
は
、「
周
り
か
ら
も
愛

さ
れ
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
、
九
州
・
全

国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
い
で

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上

競
技
部
は
、地
区
大
会
で
４
人
が
優
勝
、

11
人
が
３
位
以
上
の
入
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
３
年
生

で
主
将
の
榮
悠
大
さ
ん（
喜
界
中
出
身
）

は
、「
地
区
大
会
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、

こ
れ
を
通
過
点
と
考
え
、
目
標
で
あ
る

都
大
路
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
へ
向
け

て
ま
い
進
し
、
都
大
路
で
の
活
躍
に
つ

な
げ
た
い
。」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

県
高
校
総
体
に
向
け
、
各
部
活
動
と

も
、
日
々
一
生
懸
命
練
習
し
て
お
り
、

素
晴
ら
し
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

GW も元気よく出展！
ゴールデンウィーク

地区大会で大活躍！

4
阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
そこで過ごす生徒たちの活躍を伝えます。

▲

「
春
の
農
業
祭
」
で
い
き
い
き
と
接

客
す
る
生
徒
た
ち

地区大会の主な結果
○女子バレー部　  優勝
○野球部　　　　  準優勝
○陸上競技部
　800 ｍ　　　　  優勝   岩川将武（３年）
　1500 ｍ　　　　優勝   森　海翔（３年）
　5000 ｍ　　　　優勝   茅野雅博（３年）
　3000 ｍ障害         優勝   榮　悠大（３年）
○卓球部
　女子団体　　　  優勝
　女子個人　　  　優勝   渡邉かれん（３年）
○弓道部
　女子個人　　　  優勝   牧内春香（３年）
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からの
お知らせ

（※敬称略）

平成 28 年度
区長紹介

平成 28 年度
阿久根市消防団
本部・分団長
紹介

団
本
部

団
長
　

　
新
留　
秀
雄

副
団
長

　
中
村　
主
税

　
川
畑　
行
雄

分
団
長

中
央
分
団

　
園
田　
豊

三
笠
分
団

　
山
田　
広

大
川
分
団

　
濵
田　
洋
一

鶴
川
内
分
団

　
田
代　
信
郎

赤
瀬
川
分
団

　
山
﨑　
智
宏

折
多
分
団

　
牟
田　
真
也

山
下
分
団
　

　
野
中　
義
昭

西
目
分
団

　
宮
内　
浩
弥

（※敬称略）

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新塘　修平

洲﨑　勝利

今村　一郎

庵　　　人

濵﨑　勝美

秀喜

牟禮　國利髙原　重一

德田　　勇

松　知之

里

川畑　英德

野﨑　繁利

白濵　和利

松﨑　元治

平瀨　悦男

石�　　昇

②

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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Ｄａｔａ

寺山住宅
　 号棟着工！

平
成
29
年
の
完
成
を
目

指
し
て

市
で
は
、
赤
瀬
川
地
区
で
市
営
寺

山
住
宅
６
号
棟
の
建
設
工
事
を

５
月
末
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。（
５
号

棟
横
。）

　

工
事
期
間
は
お
よ
そ
１
年
間
を
予
定

し
て
お
り
、
各
種
手
続
を
条
件
と
し
て

平
成
29
年
５
月
中
旬
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
物
以
外
の
外

部
周
り
の
工
事
を
行
い
、
平
成
29
年
末

の
入
居
開
始
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
周
辺
の
方
に
は
、
工

事
車
両
な
ど
が
通
行
し
て
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課 

建
築
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
９
８

６
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ま
ず
は
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録

申
請
し
、
手
帳
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証
や
印
鑑
が
必
要

で
す
。活

動
し
、
ポ
イ
ン
ト
を　
　
　

た
め
ま
し
ょ
う

　

市
が
指
定
す
る
活
動
に
参
加
し
た
ら

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　

活
動
は
、
30
分
以
上
に
つ
き
１
ポ
イ

ン
ト
で
、
１
時
間
以
上
活
動
し
て
も
１

日
２
ポ
イ
ン
ト
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
◆
◇
対
象
活
動
例
◇
◆

　

•

特
定
健
診
受
診 

・
高
齢
者
学
級

　

•

こ
ろ
ば
ん
体
操 

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

•

介
護
予
防
教
室

    　

�（
元
気
ア
ッ
プ
教
室
・
ひ
ま
わ
り

教
室
）　

　

•

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　
　
　
　

　

•

生
涯
学
習
講
座

　

•
�

介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
行
事

な
ど
の
参
加
支
援　
　

な
ど

ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
と　
　
　

交
換
し
ま
し
ょ
う

　

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た
ら
商
品
券
と

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

商
品
券
へ
の
交
換
時
期
は
、
年
度
内

に
２
回
で
、
１
回
目
は
10
月
末
ま
で
、

２
回
目
は
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
10
ポ
イ
ン
ト
ま
で
翌

年
度
に
繰
り
越
せ
ま
す
。

ま
ず
は
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

次
の
こ
と
を
す
べ
て
満
た
す
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
ま
す
。

•
�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
３
人
以
上
で

継
続
的
に
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

•
�

グ
ル
ー
プ
内
に
は
、
65
歳
以
上
の
方

が
半
数
以
上
い
る
こ
と
。

•
�

グ
ル
ー
プ
が
、
国
・
県
・
市
か
ら
補

助（
助
成
）金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

活
動
し
、
ポ
イ
ン
ト
を　
　
　

た
め
ま
し
ょ
う

　

活
動
は
、
１
時
間
以
上
に
つ
き
１
ポ

イ
ン
ト
も
ら
え
ま
す
。
そ
れ
以
上
活
動

し
て
も
１
日
１
ポ
イ
ン
ト
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
◇
対
象
活
動
例
◇
◆

　
•

�
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
支
援
活

動

　

•
こ
ろ
ば
ん
体
操
な
ど
の
協
力
員

　

•

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
協
力
員

　

•
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
貢
献

活
動

　

•

公
園
や
道
路
の
美
化
活
動　

な
ど

ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
と
交
換
し

ま
し
ょ
う

　

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た
ら
商
品
券
と

交
換
し
ま
し
ょ
う
。（
活
動
実
績
や
写

真
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

　

商
品
券
へ
の
交
換
時
期
は
、
年
度
内

に
２
回
で
、
１
回
目
は
10
月
末
ま
で
、

２
回
目
は
、
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
、
翌
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
65
歳
以
上
の
方
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
活
動
に
対
し
て
、
商
品
券
に
交
換
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、健
康
維
持
や
介
護
予
防
、社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
含
む
任
意
の
グ
ル
ー
プ
が
行
う
互
助
活
動
に
対
し
、
商
品
券
な

ど
に
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
の
互
助
活
動
を
活
性
化
し
、
高
齢

者
を
地
域
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

からの
お知らせ②

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・

ポ
イ
ン
ト
事
業

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業

商品券の額 交換必要ポイント
２，０００円分 ２０ポイント
３，０００円分 ３０ポイント
４，０００円分 ４０ポイント
５，０００円分 ５０ポイント

個人で
商品券を

もらう

グループで
商品券を

もらう

1

1

3

3

2

2

商品券への必要なポイント数

※�年度ごとの上限は、5,000 円分
（50 ポイント）です。

◆１ポイント＝ 1,000 円分
◆１ポイントからでも交換可能です。
◆年度ごとの上限は、120,000 円分
　（120 ポイント）です。

問い合わせ先　阿久根市社会福祉協議会 ☎0996-72-3800 18Akune



後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ま
の
医
療
費
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年
ご
と
に
保
険
料

率
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
は
左

上
の
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
対
象
と
な
る
方

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
～
74
歳
の
方
で
一
定

　
の
障
が
い
の
あ
る
方

◇
保
険
料
の
し
く
み

　

保
険
料
の
設
定
は
、
鹿
児

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
対
象
と
な
る

方
一
人
一
人
の
所
得
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険

者
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
額
」
を
合

計
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

◇
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

所
得
の
低
い
世
帯
は
、
保

険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

課
課
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課 

課
税
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３

ま
ぁ
、
大
変
！

地
震
で
瓦
が
く
ず
れ
て

い
ま
す
！

早
く
修
理
し
ま
し
ょ
う
！

後期高齢者
医療保険料

が変わり
ました率

後期高齢者医療保険料率の改定内容

過
去
の
地
震
災
害
時
に
は
、
災
害

に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
や
人
の

善
意
に
つ
け
こ
ん
だ
義
援
金
詐
欺
に
関

す
る
相
談
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
４

月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
な
ど
に
関
連

づ
け
た
悪
質
商
法
や
義
援
金
詐
欺
の
相

談
が
早
く
も
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

①�

突
然
、業
者
が
自
宅
を
訪
れ
て
、「
地

震
に
よ
り
瓦
が
崩
れ
て
い
る
。
す
ぐ

に
修
理
し
な
い
と
雨
漏
り
で
家
が
駄

目
に
な
る
。」
と
言
い
、強
引
に
セ
ー

ル
ス
・
勧
誘
し
て
き
た
。

②�

携
帯
電
話
に
「
災
害
情
報
サ
イ
ト
の

利
用
料
が
未
払
い
で
あ
り
、
す
ぐ
に

支
払
わ
な
い
と
裁
判
に
な
る
」
と

メ
ー
ル
が
届
き
、
高
額
な
お
金
を
請

求
さ
れ
た
。

③�

自
宅
を
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
名

乗
る
見
知
ら
ぬ
人
が
、「
地
震
の
義

援
金
を
集
め
て
い
る
」
と
言
い
、
募

金
を
強
要
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①�

修
理
工
事
な
ど
の
契
約
は
、
複
数
の

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ
た
り
周

囲
に
相
談
す
る
な
ど
慎
重
に
行
い
、

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

②�

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
メ
ー

ル
の
返
信
な
ど
は
し
な
い
。
金
銭
を

要
求
さ
れ
て
も
決
し
て
払
わ
な
い
。

③�

公
的
機
関
が
、
家
庭
に
電
話
し
た
り

訪
問
し
て
義
援
金
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
義
援
金
を
募
っ
て
い

る
団
体
の
活
動
状
況
や
使
途
を
確
認

し
て
、
納
得
し
た
上
で
寄
付
す
る
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
２
）

【第24回】
消費生活コーナー

地震災害
に便乗した
悪質商法

年  

額
保
険
料

＝ 均等割額
51,500円

所得割額
（総所得金額ｰ基礎控除額33万円）×所得割率（9.97％）+

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
社
会
全
体

で
負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

変更前
（平成26・27年度）

変更後
（平成28・29年度）

均等割額 51,500円 51,500円

所得割率 9.32％ 9.97％
年間負担
限度額 57万円 57万円
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市
で
は
、「
30
・
10
運
動
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
「
食
品
ロ
ス
」
を
無
く
す
こ
と
で

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
食
の
ま
ち
阿
久
根
」
の
魅
力
あ
る

食
資
源
を
存
分
に
味
わ
い
、
食
品
ロ
ス

を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課 

環
境
対
策
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
９ 

一．乾杯後30分は席を立たず料理を楽しむ。
一．�お開き前10分前は自席に戻って、再度料理を楽

しむ。

からの
お知らせ

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
水
か
ら
公
共
用
水
域
を
守
る

た
め
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　

阿
久
根
市
の
専
用
住
宅
（
居
住
の
用

に
供
す
る
建
物
ま
た
は
延
べ
床
面
積
の

２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
す
る

建
物
で
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る

汚
濁
水
を
排
出
し
な
い
建
物
）
に
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
設
置
か

ら
１
年
以
内
に
使
用
す
る
方

ごみ減量化のため、ご協力をお願いします

ご活用ください

残さず食べよう！
30・10（さんまる・いちまる）

運動！

浄化槽補助金
のお知らせ

※
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴

い
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
（
残
置

処
理
を
除
く
）
に
要
す
る
費
用
が
生
じ

る
場
合
に
は
、
９
万
円
を
上
限
と
し
て

加
算
し
ま
す
。

※
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課 

環
境
対
策
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
９

▼�
鶴
翔
高
校
生
が
製
作
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー

種類（人槽） 補助の金額

5人槽 332,000円

7人槽 414,000円

10人槽 548,000円

②

運 動 内 容

補助金額表

市
で
は
、
環
境
へ
の

負
担
が
少
な
い
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
・

切
替
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
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『歯周病』ってどんな病気？

　歯周病は、歯があるすべての年代の人
に発病します。まだ若いからといって安
心できません。歯周病は歯肉炎と歯周
炎に分けられ、そのピークは 40 代・50
代の頃です。しかし、10 代の若者でも
60％近くが歯周病のかかり始めである歯
肉炎になっています。年齢とともに、次
第に歯周炎が増加し、歯肉炎は減少して
いくのです。60代以上では、歯周病が減っ
たようにみえますが、これは歯を失って
いくからです。歯周病は年をとるごとに
自然に発生するのではありません。
　歯周病検診はそのチェックを行う 1 つ
の方法です。
　①歯垢（プラーク）、歯石の状態の検査
　②歯周ポケットの検査　
　③歯の動揺、歯肉出血の検査
などの検査・診査を行います。その検査
を基に、プラークコントロール、歯石除
去などを行い、検査結果を検討して、口
腔内を健康に保つ方法を本人に十分に理
解していただきます。阿久根市では、本
年度から 20 代～ 80 代まで歯周病検診を
行うようになりました。
　今まで検診を受けた方はもちろん、初
めての方もぜひ検診を受けていただき、
歯周病の予防に努めましょう。
　　　　- 寄稿　阿久根市歯科医師会 -

年
齢
が
節
目
の
方
を
対
象
に
、
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
歯

お
よ
び
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
単

に
食
べ
物
を
噛
む
と
い
う
点
か
ら
だ
け

で
な
く
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
対
象
者
へ
は
「
広
報
あ
く
ね

６
月
号
」と
一
緒
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

必
ず
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
対
象
者

　

20
・
30
・
40
・
50
・
60
・
70
・
80
歳

の
方
（
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
）

※
総
義
歯
の
方
は
対
象
外
で
す
。

◇
実
施
期
間

　

平
成
28
年
６
月
15
日
㈬
～
平
成
28
年

12
月
31
日
㈯

◇
自
己
負
担
金

　

無
料

◇
実
施
医
療
機
関

　

市
内
協
力
歯
科
医
院

（
詳
細
は
通
知
文
に
同
封
し
て
い
ま

す
。）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市 
健
康
増
進
課 

保
健
予
防
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

　

前
年
度
で
満
75
歳
に
達
し
た
被
保
険

者
を
対
象
に
、
口
腔
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
へ
は
５
月
末
に
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

 　

昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和
16
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

◇
実
施
期
間

　

平
成
28
年
６
月
１
日
㈬
～
平
成
29
年

１
月
31
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ
先

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

『ハンセン病』
・�　らい菌によっておこる感染症で、
遺伝病ではありません。また，感染
力は弱く非常にうつりにくい病気で
す。
・�　早期発見と早期治療により、短
期間で治癒する病気であり、日本に
は感染源となるものはほとんどあり
ません。
・�　元患者であった方々の身体の変
形は診断・治療が遅れたことによる
後遺症です。

健康コーナー

平成 28 年度

歯周病
検診
について

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
！

お口元気
ハッピー
検診

について

ハンセン病
を正しく理解
する週間
６/19 日（日）
   ～25 日（土）
県 健康増進課
ハンセン病対策担当窓口
☎ 099-286-2720

※受診券（圧着ハガ
キ）が届いたら、歯
科医院で検診を受け
ましょう！

　県では、ハンセン病問題の解決の促進を図るため
に「ハンセン病問題を正しく理解する週間」を定め
ています。（６月 19日（日）～６月 25日（土））
　誤った隔離政策などにより、強制的に隔離され、
ご本人だけでなく、ご家族も偏見や差別を受け、か
けがえのない多くの方々の人生が奪われました。ハ
ンセン病であった多くの方々などは、今もなお療養
所での生活を余儀なくされています。
　長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病で
あった方々などが、平穏に安心して生活できる地域
づくりのために、また、二度とこのような悲しい歴
史を繰り返さないために、一人ひとりがハンセン病
問題とは何かを正しく理解することが大切です。
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久
根
大
島
海
水
浴
場
・
キ
ャ

ン
プ
場
ス
タ
ッ
フ
募
集

   
阿
久
根
大
島
で
は
、
海
水
浴
場
・
キ
ャ

ン
プ
場
の
臨
時
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
ス
タ
ッ
フ

　

�

監
視
員
、
レ
ン
タ
ル
品
受
付
、
宿
泊

棟
管
理
人

◇�

採
用
期
間　
７
月
１
日
㈮
～
８
月
31

日
㈬

◇�

募
集
人
員　
若
干
名

　

�

都
合
の
良
い
日
や
曜
日
だ
け
で
も
結

構
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
株
）
日
本
水
泳
振
興
会

　
鹿
児
島
営
業
所　

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
５
９
２
０

本
・
大
川
島
海
水
浴
場
の　

管
理
人
・
監
視
員
を
募
集

（
公
財
）
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち

づ
く
り
公
社
で
は
、
脇
本
・
大
川
島
海

水
浴
場
の
管
理
人
・
監
視
員
を
募
集
し

ま
す
。

◇
募
集
資
格　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
方

◇
採
用
期
間　

　

６
月
29
日
㈬
～
８
月
31
日
㈬

◇
募
集
人
員　
若
干
名

◇
募
集
期
間　
６
月
21
日
㈫
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
�（公財）
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

現
在
、
市
で
は
、
高
齢
者
向
け
給
付

金
（
一
人
あ
た
り
３
万
円
）
の
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
４
月

下
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請
受
付
期

間
は
、
７
月
29
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
申
請
さ
れ
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇�
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
対
象
者

　

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金

（
１
人
当
た
り
６
千
円
）
の
対
象
者
の

う
ち
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
る
方
が
対
象
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
生
き
が
い
対
策
課　
福
祉
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
０

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険

な
ど
の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と

へ
の
『
移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開

設
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職

員
が
応
じ
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話

番
号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
７
月
21
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

�

市
民
会
館　

　
　
　
　

第
10
会
議
室
（
１
階
）　

※�

予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
す
る
も
の

•

印
か
ん

•
�

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん

特
別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

•

本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

　

�

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

も
必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付 

　

７
月
１
日
㈮
～
７
月
14
日
㈭

　
（
土
日
を
除
く
）

※
予
約
受
付
先

　
市
民
環
境
課　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
巡
回

相
談
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
（
児
童

含
む
）
や
そ
の
ご
家
族
・
介
護
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
あ
い
わ
の
里
支
援
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、

社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
専
門

の
知
識
を
持
っ
た
職
員
が
対
応
し
ま

す
。

　

家
庭
の
こ
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
こ
と
な
ど
お
困
り
の
こ
と
や
知
り
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、必
要
に
応
じ
、

訪
問
も
行
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
わ
の
里
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

阿
月
19
日
㈰
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
南
側
駐
車
場
で
、
平
成
28
年
度
阿
久
根
市
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
す
。　
総
務
課
消
防
係　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
３
４

６脇

高移

福

くら のし 報情▼「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

福祉サービスに関する巡回相談日程
日時 場所

７月15日(金)
 9：00～11：00 西目地区集会施設
14：00～16：00 大川出張所

８月26日(金) 14：00～16：00 阿久根市民会館

９月16日(金)

 8：30～10：00 遠矢公民館
10：30～12：00 尾崎公民館
13：00～14：30 鶴川内地区集会施設
15：00～16：30 山村開発センター

９月23日(金)  9：00～11：00 折多地区集会施設
14：00～16：00 三笠支所
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海
開
き
（
阿
久
根
大
島
・
脇
本
海
水
浴
場
・
大
川
島
海
水
浴
場
）
７
月
２
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈬
ま
で

くら のし 報情 ▼阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） ▼三笠支所☎0996-75-0002 ▼大川出張所☎0996-74-0001

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
す

べ
て
の
皆
さ
ま
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
出
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に

現
況
届
に
関
す
る
通
知
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　

平
成
28
年
６
月
30
日
㈭
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
。）

◇
現
況
届
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑

•

健
康
保
険
証
の
写
し

　

�（
受
給
者
が
国
民
健
康
保
険
以
外
で

あ
る
場
合
）

•
�

平
成
28
年
１
月
１
日
に
阿
久
根
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
が
発
行
す
る
平
成
28
年
度

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
が
必
要
で

す
。

•
�

そ
の
他
、
子
ど
も
と
別
居
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
子
ど
も
が
住
ん
で
い
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
と
、
子

ど
も
の
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
き
が
い
対
策
課 

児
童
対
策
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
に
つ
い
て

　

マ
ル
チ
や
ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
回
収
・
処
分
を
行
い
ま
す
の
で
、
処

分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ト
メ
・
マ

イ
カ
ー
線
な
ど
を
取
り
除
い
て
収
集
場

所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
７
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
前
10
時

◇
場
所　
阿
久
根
市
民
会
館
、

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
三
笠
肥
育
牛
積
込
所

◇
処
理
料
金

　

ポ
リ
エ
チ
レ
ン　

15
円
／
㎏

　

塩
化
ビ
ニ
ー
ル　

10
円
／
㎏

※
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課　
農
政
管
理
係　

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２

火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

◇
講
習
日
時

　

７
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所　
市
民
会
館　

　
　
　
　

第
１
会
議
室
（
２
階
）　

◇
募
集
人
員　
30
名

◇
申
込
受
付
期
間

　

６
月
13
日
㈪
～
７
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　

 （
消
印
有
効
）

◇
受
講
料　
４
千
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

料
弁
護
士
相
談
を
開
設

　

阿
久
根
市
民
（
法
人
を
除
く
）
を
対

象
と
し
た
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
に
よ
る

無
料
弁
護
士
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

法
律
問
題
で
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

相
談
に
は
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
が
お
答
え
し
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
完
全
予
約
制
で
、
定
員
に
な

り
次
第
、
申
込
受
付
は
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
６
月
24
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◇
定
員　
６
人

　
　
　
　
（
相
談
時
間
１
人
30
分
）

◇
場
所　
市
民
会
館
第
６
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０

児

農

無

防

阿久根発明研究会
月例会会員の募集

コピーライトアドバイザー　須 崎 和 馬
貴方の空いてる時間を発明発想に ‼ 　↗
日時　　毎月　第3日曜日　午後 2時から
会費　　1，000円（飲み物付き）
電話　　阿久根（0996）64―（6288）
場所　　喫茶  みんなの部屋

有料広告 有料広告
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《
阿
久
根
短
歌
会
》

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

●『向田理髪店』	 奥田英朗（著） ●『怪物率』	 森　晶麿（著）

●『スクープのたまご』	 大崎　梢（著） ●『このあとどうしちゃおう』	 ヨシタケシンスケ（作）

図書館へ行こう!
子ども教室のお知らせ

新刊案内

み
ん
な
の
う
た

市立図書館／☎ 0996－72－0607
開 館 時 間／午前９時～午後７時

《
阿
久
根
俳
句
》

《
薩
摩
狂
句
》

題　
「
地な

震え

」

虫
干
し
の
う
す
桃
色
の
訪
問
着

　
　
　

思
ひ
出
た
た
み
姪
へ
と
送
る	

佐
潟　

俊
子

玄
関
に
そ
っ
と
置
か
れ
し
甘
夏
に

　
　
　

友
の
や
さ
し
さ
今
年
も
香
る	

谷
口
久
美
子

夫
逝
き
三
十
五
年
幼
か
り
し

　
　
　

二
人
の
子
ら
も
父
の
年
越
す	
野
村　

克
枝

縁
側
の
春
の
陽
射
し
を
廻
し
つ
つ

　
　
　

延
び
の
び
と
な
り
し
夫
の
髪
刈
る	

有
田
イ
チ
エ

野
暮
っ
た
き
田
舎
の
カ
フ
ェ
や
若
葉
風	

假
屋　

貞
二

手
の
傷
も
一
年
過
ぎ
て
夏
来
る	

川
畑　

京
子

美
術
館
へ
つ
づ
く
通
り
や
風
薫
る	

波
留　

淑
子

母
の
日
に
贈
り
し
ま
ま
の
遺
品
か
な	

松
永　

泰
子

大ふ
と

か
地な

震え　

萎な

え
た
婆ば

さ
ん
も　

飛と
っ

び
ゃ
上が

っ	

大
田
盛
そ
ば

【
唱
】
ん
だ
も
し
た
ん　

起お

き
て
立た

っ
と
い
や
っ
が

大ふ

て
地な

震え

が　

中ち
ゅ
う
し止

い
さ
せ
た　

夫み

婦と

喧げ
ん

嘩か	

斉
藤
バ
リ
カ
ン

【
唱
】
揺ゆ

れ
が
止や

め
ば　

ま
た
始は

い
む
っ
が

図書館では、幼児から児童を対象に毎月第 1 土曜日にバンビ教室（読み聞かせ）、
第 3 土曜日には映画会をそれぞれ 14 時から 20 分程度、2 階研修室で開催して

います。また夏休み期間中などは手づくり教室も行っていますので、お友達や親子で
お気軽にご参加下さい。（無料です。）

北海道の寂れてしまった炭鉱町。
通りにひと気はないけれど、

中ではみんな、侃々諤々。心配性
の理髪店主人が暮らす北の町は、
案外にぎやか。身に沁みて、心が
ほぐれる物語。

怪物狂の美青年・ナイトさまと
お供の美少女・ウサギが、街

に溢れる怪しい噂にびびびっと反
応して大騒ぎ ! ギャグで、ホラー
で、微妙にラブ。かつてない多〈獣〉
解釈ミステリー。

『週刊千石』に異動した新人女
子部員・信田日向子が、恐

る恐るタレントのスキャンダルや
事件取材に奮闘 ! リアリティ満載・
感動のお仕事小説。

死んだおじいちゃんの部屋を掃
除していたら、「このあとどう

しちゃおう」と書かれたノートが
出てきて…。死んだらどうなる ? 
どうしたい ? 生きてる間に考えよ
う !

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」。

　

先
日
発
表
さ
れ
た
作
品
を
見
て
、

ど
れ
も
時
代
の
流
行
を
取
り
入
れ
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば
か
り
で
笑
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
の
句
「
充
電
器

あ
っ
た
ら
い
い
な 

人
間
用
」―
時
々
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
を
頼
っ
て
元
気
を
つ

け
た
り
も
し
ま
す
が
、
１
０
０
％
ま

で
体
力
は
回
復
し
な
い
よ
う
で
す
。

回
復
の
た
め
に
適
度
な
運
動
も
大
事

と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

暑
く
な
り
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
よ

う
、ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
す
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
所
﨑
）

暑
い
日
差
し
の
５
月
22
日
、

潟
区
公
民
館
で
、「
は
ま
じ

ん
ち
ょ
う
フ
ェ
ス
タ
（
第
９
回
潟

区
民
祭
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

踊
り
や
歌
、

太
鼓
の
演
奏

披
露
な
ど
た

く
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、

絵
画
や
書
道
、

手
芸
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
公
民
館
前
の
広
場

で
は
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
野
菜
販

売
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　　

２年 松
まつ

﨑
ざき

 由
ゆ

里
り

子
こ

さん

▲出水郡医師会広域医療センター附属
　 阿久根看護学校

今月の題字

　私は今、正看護師を目指し、学業と仕
事の二足のわらじを履いています。
　初めの頃は自信がなく、逃げ腰で仕事
をしていましたが、やらせてもらえるこ
とを必死に頑張り、積極的に業務に携わ
るようになり、周囲からの指導やサポー
トも増え、日々たくさんのことを学べる
ようになりました。
　今後も「ありがたい」という感謝の気
持ちを忘れずに精進していきます。

人のうごき（５月31日現在）

お便り待ってます！！
＜応募方法＞
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入ください。
なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、他者を
特定する情報は削除する場合もあります。

読者のお便り紹介 きいてよ！
コ
ー
ナ
ー

田代小学校の児童たちが、５月 11 日に「あく
まき作り」を体験しました。作り方を指導さ

れたのは田代小学校応援団の皆さんで、児童たち
に分かりやすく丁寧に教えておられました。
　児童たちは教えられたとおりに作業を行い、合
計約 130 本のあくまきを作りました。
　指導された田代冨士子さん（85）は、「子どもた
ちはのみ込みが早く、教えやすい。とても楽しかっ
たです。」とにこやかに話されました。

（田代小学校）

あくまき、美味しいですよね！

地域の方々から教えてもらえて児童

たちは貴重な体験でしたね！

前月比 
人　口　21,693人      （ー27）
　男　　 10,191人　  （ー17）
　女　　11,502人       （ー10）
世帯数　10,390世帯   （ー 1 ）
●出生　14人/●死亡　	31人
●転入　32人/●転出 	  42人

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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子
育
て
中
で
も
「
自
分
」
を
出

せ
る
場
づ
く
り
と
し
て
、
今

年
の
２
月
に
出
来
た
子
育
て
サ
ー

ク
ル
。
市
が
取
り
組
む
も
の
と
大
き

く
違
う
と
こ
ろ
は
、
会
員
で
あ
る
お

母
さ
ん
本
人
が
活
躍
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
あ
る
時
は
パ
ン
や
お
菓
子
作

り
、
あ
る
時
は
み
ん
な
で
公
園
に

遠
足
…
な
ど
活
動
日
に
当
番
と
な

る
お
母
さ
ん
が
、
得
意
な
こ
と
や

み
ん
な
で
や
り
た
い
こ
と
を
計
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
者
の
佐
藤
香
織
さ
ん（
脇
本

在
住
）
は
、「
以
前
あ
っ
た
自
主
サ
ー

ク
ル
が
な
く
な
り
、
自
宅
で
子
育

て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
力

を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
な
れ
る

場
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と
思
い
、

ま
た
、
市
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
み
ん
な
得
意
な

こ
と
を
披
露
で
き
る
場
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
無
理
せ
ず
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
引
き
出
せ
る
場
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
明
る
い
表

情
で
話
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
は
す
で
に
40
人
を

超
え
、
月
１
～
２
回
、
未
就
学
児

が
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

●編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係　〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
●阿久根市ホームページ　ＵＲＬ http://www.city.akune.kagosh ima.jp
●阿久根市観光サイト　　ＵＲＬ http://go-akune.jp

モン

アクネ
の

モン

アクネ
の

 
フレスマ プラス

者元気

～

☎

家紋入れ お早めに
玩具センターたなか

盆提灯
～

・慰霊祭（野田女子高等学校）　9 ：00～
・総会／懇親会 （鶴丸会館） 　11:00～

平成28年7月24日（日）

県立野田女子高等学校同窓会

たくさんのご参加をお待ちしています
連絡先／県立野田女子高等学校同窓会 0996-84-2074

www.kagoshima-dosokai.com/nodajyoshi-high-school/
〈鹿児島同窓会.ｃｏｍ〉インターネットからもご覧いただけます

有料広告

有料広告

イベント

有料広告

にじいろサークル
の皆さん

子どもも

お母さん
も

イキイキ
♪

にじいろサークル参加者大歓迎！見学だけでもＯＫ！　お問い合わせ先　akune-nijiiro@outlook.jp
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